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★全体運★びっくりするほど忙しくなる可能性が。自分のことを優先し過ぎるのは危険。人のための行動で救われます
★健康運★オーバーワークに注意。休養も忘れずに
★幸運の食べ物★サヤインゲン
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　ぶどう生産部会（山口辰弘部会長）は６月４

日、ＪＡぶどう生産販売対策協議会が開いた栽

培講習会に参加しました。部会員約２０人が参加

し、高品質のぶどう生産のため、今後の栽培管

理を学びました。

　中南地域県民局農林水産部農業普及振興室の

白川真美子主幹が講師を務め、生育状況や栽培

管理について説明。「園地によって生育にバラつ

きがあるため、各自で状況を把握することが重

要。適期をしっかり見極め、摘心作業や今後の

管理に努めてほしい」と説明しました。

〜ぶどう栽培講習会〜

適 期 を 見 極 め て

ドローンで播種するメーカー社員今後の栽培管理を学ぶ部会員

　ＪＡ管内で、５月中旬から下旬にかけて田植
え作業が行われました。令和３年産は青天の霹
靂が９２１㌶、まっしぐらが２７３０㌶、つがるロマ
ンが６５７㌶の作付けを予定しています。
　尾上地区の工藤憲男さんは５月１５日、青天の
霹靂の特別栽培米の田植えをしました。４月
１４日に播種し、草丈１５㌢程度、葉齢３葉程度と
生育順調な苗を後継者の憲児さんが植えました。
工藤憲男さんは「品質を低下させないよう基本を守って管理し、今年も消費者に喜ばれる米を作りた
い」と話しました。
　青森県特別栽培農産物認証制度での米生産は、化学肥料の使用を慣行の５割以下とし、有機肥料５
割以上を施す。農薬使用回数（成分）は、「青天の霹靂」の栽培基準となっている慣行の１／２以内
である１０成分より少ない８成分で栽培します。

　尾上基幹グリーンセンターは５月１２日、尾上

地区の水田で農業用ドローンによる水稲直播栽

培の試験を実施しました。取り扱いメーカーの

社員がドローンを操縦し、「まっしぐら」の種子

をドローンのタンクに入れて水田約２０㌃に蒔き

ました。播種後は、初期除草剤をドローンの自

動操縦モードを活用して散布しました。

　今後は収穫期まで生育調査を行い、発芽率や

品質、収量、収益性などを検証します。

〜令和３年産田植え開始〜

〜ドローン水稲直播栽培試験〜

しっかり管理し品質守る

実用化に向けて検証

田植えをする工藤憲児さん


